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１．経営成績・財政状態に関する分析

（１）経営成績に関する分析

　

・当期の経営成績

当連結会計年度における我が国の経済は、政府の景気対策の効果もあり、企業業績の改善や個人消費の持ち直し

の動きが見られるなど、緩やかな回復基調で推移いたしました。しかし、エネルギーコストの上昇や原材料価格の

高騰の兆しもあり、依然として不透明な状況は続いております。また、中東の反体制運動、不安定な東アジア情勢

やウクライナ問題など世界情勢の変化が新たな火種としてくすぶっており、世界経済への影響が懸念されています。

当社グループの重要な販売分野である国内繊維産業におきましては、生産拠点の海外移転が更に拡大しており、

また国内大手顧客の不採算部門の生産中止、中小顧客の廃業などもあり、依然として厳しい状況が続いております。

一方海外繊維産業におきましては、米国の雇用回復に伴う景気回復も見られ、その影響で中国をはじめとするアジ

ア諸国向けは堅調に推移いたしました。しかし、欧州向けの不振は続いております。

非繊維分野におきましては、国内では消費増税前特需もあり、自動車関連商品は増産となり、また住宅関連では

震災復興、都市再開発など需要があり堅調に推移いたしました。海外では自動車関連商品は順調に拡大しておりま

す。

このような状況下、当社グループでは、販売・利益を確保するため、競争力のある高品質・低価格商品の開発を

行うとともに、市場ニーズに合致した商品の早期開発に注力してまいりました。昨年度から続く大幅な円安により、

輸出部門を中心に収益が大きく改善され、販売金額及び販売数量ともに予定どおりに推移致しました。

以上の結果、当連結会計年度における当社グループの業績は、売上高30,129百万円(前年同期比10.4％増)、営業

利益4,085百万円(前年同期比70.9％増)、経常利益5,342百万円(前年同期比96.7％増)、当期純利益3,489百万円(前

年同期比117.8％増)となりました。

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

① 日本

日本における当連結会計年度の外部顧客に対する売上高は29,419百万円（前年同期比10.5％増）、セグメント利益

は4,022百万円（前年同期比77.1％増）となりました。

陰イオン界面活性剤の分野におきましては、国内合繊メーカー各社が縮小傾向の中、安定した販売実績となりま

した。海外向けの販売におきましては、主として中国合繊メーカー各社への拡販により年度前半の低迷から販売数

量が回復し、外部顧客に対する売上高は3,158百万円（前年同期比9.4％増）となりました。

非イオン界面活性剤の分野におきましては、国内では、消費低迷と繊維製品の低価格化によりテキスタイル分野

の加工量が減少しました。炭素繊維は航空機向けを中心に回復基調で推移しました。化学工業分野では洗浄剤原料

の販売が増加しました。海外では欧州向け需要が低迷する中、弾性繊維分野は不調ではありましたが、工業用繊維

分野、衣料用繊維分野、高機能繊維分野は販売数量が伸びました。その結果、外部顧客に対する売上高は17,573百

万円（前年同期比12.6％増）となりました。

陽・両性イオン界面活性剤の分野におきましては、繊維関連加工剤の販売は加工量が減少し、低調な結果となり

ました。化学工業分野では原材料価格値上げに伴う製品価格の是正に努めるとともに、新規洗浄剤原料の販売増加

もあり、外部顧客に対する売上高は1,092百万円（前年同期比10.5％増）となりました。

高分子・無機製品等の分野におきましては、繊維関連では、織布向け製織用糊剤の販売が在庫過多による生産調

整でやや減少しました。非繊維関連では、液晶分野設備の投資低迷は徐々に解消され、設備投資関連資材の販売は

増加に転じました。化粧品原料は堅調に推移しており、建築関連用途でも回復の兆しが見えております。その結果、

外部顧客に対する売上高は7,594百万円（前年同期比6.5％増）となりました。
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② インドネシア

インドネシアにおける当連結会計年度の外部顧客に対する売上高は710百万円（前年同期比6.7％増）、セグメント

利益は78百万円（前年同期比24.7％増）となりました。為替はルピア安の傾向で、販売数量以上に販売金額が伸び

ました。

非イオン界面活性剤の分野におきましては、スパン用、フィラメント用平滑剤は糊剤の低迷に伴い販売数量が若

干減少しましたが、合繊の紡糸、紡績、コーニングオイル油剤はほぼ前年並みに推移し、外部顧客に対する売上高

は339百万円（前年同期比9.2％増）となりました。

高分子・無機製品等の分野におきましては、撚糸物の販売比率が依然として高く、第３四半期以降は市場が回復

し糊剤の需要も増加しました。自動車、オートバイ用のタイヤ離型剤は生産品番の変更があり、販売数量が減少し

ました。その結果、外部顧客に対する売上高は361百万円（前年同期比4.6％増）となりました。

陰イオン界面活性剤及び陽・両性イオン界面活性剤の分野におきましては、販売数量、販売金額ともに大きな進

展は見られず、外部顧客に対する売上高はそれぞれ5百万円（前年同期比4.8％減）及び3百万円（前年同期比14.7%

増）となりました。

・次期の見通し

当社グループを取り巻く経営環境は、エネルギーコストの上昇や原材料価格の高騰など不透明要因が多く、今後

とも厳しい環境が続くものと思われます。

このような状況ではありますが、当社グループといたしましては、より競争力のある新商品の開発、販路の拡大

及び社内の合理化をこれまで以上に進めることにより全社一丸となり業績の拡充と収益率の向上に努め、平成27年

３月期においては、連結売上高31,500百万円（当期比4.5％増）、連結営業利益3,500百万円（当期比14.3％減）、連

結経常利益4,000百万円（当期比25.1％減）、連結当期純利益2,500百万円（当期比28.4％減）を見込んでおります。

（２）財政状態に関する分析

　

①資産、負債及び純資産の状況

（資産）

流動資産は、前連結会計年度末に比べて14.2％増加し、37,966百万円となりました。これは、現金及び預金が

1,160百万円、その他が989百万円それぞれ減少したものの、有価証券が6,304百万円、受取手形及び売掛金が618百

万円増加したことなどによります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べて1.1％増加し、13,848百万円となりました。これは、機械装置及び運搬具

が224百万円減少したものの、投資有価証券が338百万円増加したことなどによります。

この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて10.3％増加し、51,815百万円となりました。

（負債）

流動負債は、前連結会計年度末に比べて15.1％増加し、9,366百万円となりました。これは、買掛金が717百万円、

未払法人税等が604百万円それぞれ増加したことなどによります。

固定負債は、前連結会計年度末に比べて68.7％増加し、990百万円となりました。これは、繰延税金負債が421百

万円増加したことなどによるものです。

この結果、負債合計は前連結会計年度末に比べて18.7％増加し、10,356百万円となりました。

（純資産）

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて8.4％増加し、41,458百万円となりました。これは、利益剰余金が

2,939百万円、その他有価証券評価差額金が284百万円それぞれ増加したことなどによります。

この結果自己資本比率は、前期末の80.9％から79.6％となりました。期末発行済株式総数に基づく１株当たりの

自己資本は、前期末の4,144円25銭から4,497円29銭となりました。
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②キャッシュ・フローの状況

当連結会計年度における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ、4,742百万円増加し、当連結会計年

度末には、22,840百万円となりました。

当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは3,809百万円の増加（前連結会計年度は2,804百万円の増加）となりまし

た。

収入の主な内訳は、税金等調整前当期純利益5,598百万円、仕入債務の増加額724百万円であり、支出の主な内

訳は、法人税等の支払額1,299百万円、為替差益828百万円であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは567百万円の増加（前連結会計年度は1,244百万円の増加）となりました。

収入の主な内訳は、定期預金の払戻による収入7,140百万円、投資有価証券の売却による収入1,104百万円であ

り、支出の主な内訳は、定期預金の預入による支出6,540百万円、投資有価証券の取得による支出620百万円であ

ります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは576百万円の減少（前連結会計年度は2,361百万円の減少）となりました。

支出の主な内訳は、配当金の支払い550百万円であります。

(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移

平成24年3月期 平成25年3月期 平成26年3月期

自己資本比率 82.1 80.9 79.6

時価ベースの自己資本比率 40.1 38.5 53.8

キャッシュ・フロー対有利子
負債比率

54.3 25.0 20.9

インタレスト・カバレッジ・
レシオ

167.3 465.6 1,123.8

　自己資本比率：自己資本／総資産

　時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

　キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー

　インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い

(注１) いずれも連結ベースの財務数値により計算しています。

(注２) 株式時価総額は、自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しています。

(注３) キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを利用しています。

(注４) 有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象としてい

ます。また、利払いにつきましては、連結キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使用しています。
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（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

当社は、業績の伸びに応じ株主利益の増大を図るということを利益配分の基本方針といたしております。当社の剰

余金の配当は、中間配当及び期末配当の年２回を基本的な方針としております。配当の決定機関は、中間配当は取締

役会、期末配当は株主総会であります。平成３年の株式公開以来、当初１株当たり12円でありました配当金も、業績

が順調に推移したため、継続的に増配をしてまいりました。

このような基本方針に基づき、当事業年度の期末配当金につきましては、前事業年度に比べ、１株につき40円増配

の１株当たり100円とさせていただく予定です。この結果、当事業年度の配当性向は26.3％となります。

なお次期の配当は、年間100円を予定しております。（予定配当性向36.7％）

また、内部留保資金につきましては、企業体質の強化と将来の事業展開に備えます。

（４）事業等のリスク

当社グループの経営成績及び財務状況等に重要な影響を及ぼす可能性のあるリスクは、為替変動による影響を受け

ることであります。当社グループの海外向け売上比率は、平成26年３月期50.8％であり、今後も高い比率が予想され

ます。また、外貨建資産も期末時の為替レートによる評価替により影響を受けます。当社グループでは、これらリス

クの存在を認識した上で、当該リスクの発生に伴う影響を極力回避するための努力を継続してまいります。

２．企業集団の状況

最近の有価証券報告書（平成25年６月27日提出）における「事業系統図（事業の内容）」及び「関係会社の状況」か

ら重要な変更がないため開示を省略いたします。

３．経営方針

（１）会社の経営の基本方針

（２）目標とする経営指標

（３）中長期的な会社の経営戦略

（４）会社の対処すべき課題

以上の４項目につきましては、平成23年３月期決算短信（平成23年５月13日開示）により開示を行った内容から重

要な変更がないため開示を省略します。

当該決算短信は、次のＵＲＬからご覧いただくことができます。

（当社ホームページ）

　http://www.mtmtys.co.jp/

（東京証券取引所ホームページ）

　http://www.tse.or.jp/listing/compsearch/index.html
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４．連結財務諸表

（１）連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当連結会計年度
(平成26年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 19,381 18,220

受取手形及び売掛金 ※4 7,845 ※4 8,464

有価証券 1,231 7,535

商品及び製品 1,886 1,817

仕掛品 414 452

原材料及び貯蔵品 1,062 1,056

繰延税金資産 344 317

その他 1,092 103

貸倒引当金 △2 △2

流動資産合計 33,256 37,966

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 6,428 6,628

減価償却累計額 △4,167 △4,382

建物及び構築物（純額） 2,261 2,246

機械装置及び運搬具 ※3 10,100 ※3 10,254

減価償却累計額 △8,569 △8,948

機械装置及び運搬具（純額） 1,530 1,306

土地 530 531

建設仮勘定 68 27

その他 1,502 1,500

減価償却累計額 △1,373 △1,390

その他（純額） 128 109

有形固定資産合計 4,519 4,221

無形固定資産

その他 17 13

無形固定資産合計 17 13

投資その他の資産

投資有価証券 ※1 8,592 ※1 8,931

その他 579 686

貸倒引当金 △4 △5

投資その他の資産合計 9,167 9,612

固定資産合計 13,703 13,848

資産合計 46,960 51,815
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当連結会計年度
(平成26年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 5,319 6,036

短期借入金 700 700

未払法人税等 817 1,421

賞与引当金 273 275

その他 1,030 932

流動負債合計 8,140 9,366

固定負債

退職給付引当金 292 －

退職給付に係る負債 － 270

資産除去債務 96 99

繰延税金負債 103 524

その他 94 95

固定負債合計 587 990

負債合計 8,727 10,356

純資産の部

株主資本

資本金 6,090 6,090

資本剰余金 6,517 6,518

利益剰余金 28,777 31,717

自己株式 △3,598 △3,600

株主資本合計 37,786 40,725

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 434 718

為替換算調整勘定 △215 △206

退職給付に係る調整累計額 － 3

その他の包括利益累計額合計 218 516

少数株主持分 227 217

純資産合計 38,232 41,458

負債純資産合計 46,960 51,815
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成24年４月１日
　至 平成25年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成25年４月１日
　至 平成26年３月31日)

売上高 27,284 30,129

売上原価 ※1 21,061 ※1 22,185

売上総利益 6,222 7,943

販売費及び一般管理費 ※2, ※3 3,831 ※2, ※3 3,858

営業利益 2,390 4,085

営業外収益

受取利息 49 76

受取配当金 69 84

持分法による投資利益 85 149

為替差益 311 839

受取賃貸料 44 44

その他 113 109

営業外収益合計 673 1,304

営業外費用

支払利息 5 5

投資事業組合運用損 315 -

貸倒引当金繰入額 1 0

その他 26 41

営業外費用合計 348 47

経常利益 2,715 5,342

特別利益

固定資産売却益 ※4 2 ※4 19

投資有価証券売却益 - 237

関係会社株式売却益 12 -

補助金収入 22 -

特別利益合計 36 257

特別損失

固定資産除却損 ※5 8 ※5 1

投資有価証券評価損 211 -

ゴルフ会員権評価損 0 -

特別損失合計 220 1

税金等調整前当期純利益 2,531 5,598

法人税、住民税及び事業税 1,019 1,894

法人税等調整額 △137 188

法人税等合計 881 2,083

少数株主損益調整前当期純利益 1,649 3,514

少数株主利益 47 25

当期純利益 1,601 3,489
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連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成24年４月１日
　至 平成25年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成25年４月１日
　至 平成26年３月31日)

少数株主損益調整前当期純利益 1,649 3,514

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 882 283

為替換算調整勘定 12 △19

持分法適用会社に対する持分相当額 △5 19

その他の包括利益合計 ※ 889 ※ 284

包括利益 2,539 3,799

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 2,485 3,783

少数株主に係る包括利益 54 15
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日)

(単位：百万円)

　
株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 6,090 6,517 27,684 △1,746 38,546

当期変動額 　 　 　 　 　

剰余金の配当 　 　 △508 　 △508

当期純利益 　 　 1,601 　 1,601

自己株式の取得 　 　 　 △1,852 △1,852

株主資本以外の項目

の当期変動額（純額)
　 　 　 　 　

当期変動額合計 ― ― 1,093 △1,852 △759

当期末残高 6,090 6,517 28,777 △3,598 37,786

　

その他の包括利益累計額

少数株主持分 純資産合計その他有価証券

評価差額金
為替換算調整勘定

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 △447 △217 △664 173 38,054

当期変動額 　 　 　 　 　

剰余金の配当 　 　 　 　 △508

当期純利益 　 　 　 　 1,601

自己株式の取得 　 　 　 　 △1,852

株主資本以外の項目

の当期変動額（純額)
881 1 883 54 937

当期変動額合計 881 1 883 54 178

当期末残高 434 △215 218 227 38,232
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当連結会計年度(自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日)

(単位：百万円)

　
株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 6,090 6,517 28,777 △3,598 37,786

当期変動額 　 　 　 　 　

剰余金の配当 　 　 △550 　 △550

当期純利益 　 　 3,489 　 3,489

自己株式の取得 　 　 　 △2 △2

自己株式の処分 0 0 1

株主資本以外の項目

の当期変動額（純額)
　 　 　 　 　

当期変動額合計 ― 0 2,939 △1 2,938

当期末残高 6,090 6,518 31,717 △3,600 40,725

　

その他の包括利益累計額

少数株主持分 純資産合計その他有価証券

評価差額金

為替換算

調整勘定

退職給付に係る

調整累計額

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 434 △215 ― 218 227 38,232

当期変動額 　 　 　 　 　

剰余金の配当 　 　 　 　 △550

当期純利益 　 　 　 　 3,489

自己株式の取得 　 　 　 　 △2

自己株式の処分 1

株主資本以外の項目

の当期変動額（純額)
284 9 3 297 △9 287

当期変動額合計 284 9 3 297 △9 3,225

当期末残高 718 △206 3 516 217 41,458

決算短信 （宝印刷）  2014年05月08日 16時59分 11ページ （Tess 1.40 20131220_01）



松本油脂製薬株式会社(4365) 平成26年３月期 決算短信

12

（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成24年４月１日
　至 平成25年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成25年４月１日
　至 平成26年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 2,531 5,598

減価償却費 705 693

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1 0

受取利息及び受取配当金 △119 △161

支払利息 5 5

為替差損益（△は益） △224 △828

持分法による投資損益（△は益） △101 △148

売上債権の増減額（△は増加） △4 △625

たな卸資産の増減額（△は増加） △37 22

仕入債務の増減額（△は減少） △230 724

投資有価証券売却損益（△は益） - △237

賞与引当金の増減額（△は減少） 5 1

退職給付引当金の増減額（△は減少） 39 -

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） - △14

投資有価証券評価損益（△は益） 211 -

関係会社株式売却損益（△は益） △12 -

固定資産除売却損益（△は益） 6 △18

ゴルフ会員権評価損 0 -

その他の営業外損益（△は益） 286 △22

未払消費税等の増減額（△は減少） 3 11

その他の流動資産の増減額（△は増加） △7 △14

その他の流動負債の増減額（△は減少） 90 △57

小計 3,148 4,929

利息及び配当金の受取額 134 182

利息の支払額 △6 △3

法人税等の支払額 △471 △1,299

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,804 3,809
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(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成24年４月１日
　至 平成25年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成25年４月１日
　至 平成26年３月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △392 △437

有形固定資産の売却による収入 6 21

投資有価証券の取得による支出 △72 △620

投資有価証券の売却による収入 5 1,104

有価証券の償還による収入 282 -

無形固定資産の取得による支出 △8 -

定期預金の預入による支出 △9,040 △6,540

定期預金の払戻による収入 10,240 7,140

関係会社株式の売却による収入 13 -

短期貸付金の回収による収入 12 -

長期貸付けによる支出 △0 △1

長期貸付金の回収による収入 175 0

保険積立金の積立による支出 △161 △156

保険積立金の解約による収入 44 33

保険積立金の払戻による収入 129 23

その他 11 △0

投資活動によるキャッシュ・フロー 1,244 567

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 100 -

短期借入金の返済による支出 △100 -

自己株式の取得による支出 △1,852 △2

配当金の支払額 △509 △550

少数株主への配当金の支払額 - △24

自己株式の売却による収入 - 1

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,361 △576

現金及び現金同等物に係る換算差額 771 942

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,458 4,742

現金及び現金同等物の期首残高 15,639 18,098

現金及び現金同等物の期末残高 ※ 18,098 ※ 22,840
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項)

１．連結の範囲に関する事項

連結子会社の数

1社

連結子会社の名称

株式会社マツモトユシ・インドネシア

２．持分法の適用に関する事項

(1) 持分法を適用した関連会社数

2社

会社等の名称

日本クエーカー・ケミカル株式会社

立松化工股份有限公司

(2) 持分法を適用しない関連会社のうち主要な会社等の名称

該当事項はありません。

(3) 持分法の適用の手続きについて特に記載する必要があると認められる事項

持分法を適用している会社のうち、決算日が異なる会社については、当該会社の事業年度に係る財務諸表を使

用しております。

３．連結子会社の事業年度等に関する事項

連結子会社である株式会社マツモトユシ・インドネシアの決算日は12月31日であります。

連結財務諸表の作成にあたっては、同日現在の財務諸表を使用し、連結決算日との間に生じた重要な取引につい

ては、連結上必要な調整を行っております。

４．会計処理基準に関する事項

(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法

① 有価証券

その他有価証券

時価のあるもの

決算期末日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は、全部純資産直入法により処理し、売却原価は、移

動平均法により算定）

時価のないもの

総平均法による原価法

なお、投資事業有限責任組合及びそれに類する組合への出資（金融商品取引法第２条第２項により有価証

券とみなされるもの）については、組合契約に規定される決算報告日に応じて入手可能な最近の決算書を基

礎として、持分相当額を取り込む方法によっております。
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② たな卸資産

通常の販売目的で保有するたな卸資産

評価基準は原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）によっております。

ａ 商品及び製品・仕掛品

主として総平均法

ｂ 原材料

主として総平均法

ｃ 貯蔵品・容器（原材料）

主として最終仕入原価法

(2) 重要な減価償却資産の減価償却の方法

① 有形固定資産

建物（建物附属設備）

ａ 平成10年３月31日以前に取得したもの

主として法人税法に定める方法と同一の基準による旧定率法によっております。

ｂ 平成10年４月１日から平成19年３月31日までに取得したもの

主として法人税法に定める方法と同一の基準による旧定額法によっております。

ｃ 平成19年４月１日以後に取得したもの

主として法人税法に定める方法と同一の基準による定額法によっております。

建物、機械装置以外

ｄ 平成19年３月31日以前に取得したもの

主として法人税法に定める方法と同一の基準による旧定率法によっております。

ｅ 平成19年４月１日以後に取得したもの

主として法人税法に定める方法と同一の基準による定率法によっております。

機械装置

ｆ 平成19年３月31日以前に取得したもの

主として法人税法に定める方法と同一の基準による旧定額法によっております。

ｇ 平成19年４月１日以後に取得したもの

主として法人税法に定める方法と同一の基準による定額法によっております。

なお、主な耐用年数は次のとおりであります。

建物及び構築物 10～50年

機械装置及び運搬具 4～ 8年

② 無形固定資産

法人税法に定める方法と同一の基準による定額法によっております。

なお、ソフトウエア（自社利用分）については、社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法によって

おります。

(3) 重要な引当金の計上基準

① 貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権に

ついては個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

② 賞与引当金

当社は、従業員に対して支給する賞与に充てるため、支給見込額に基づき当連結会計年度に見合う分を計上し

ております。なお、連結子会社は計上しておりません。
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(4) 退職給付に係る会計処理の方法

① 退職給付に係る負債の計上基準

退職給付に係る負債は、従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年度末における見込額に基づき、退職給付

債務から年金資産の額を控除した額を計上しております。

② 退職給付見込額の期間帰属方法

退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に帰属させる方法については、

期間定額基準によっております。

③ 数理計算上の差異の費用処理方法

数理計算上の差異については、発生の翌連結会計年度から定額法により５年間で費用処理しております。

(5) 重要な外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算の基準

外貨建金銭債権債務は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理しておりま

す。なお、在外子会社等の資産、負債、収益及び費用は、決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は

純資産の部における為替換算調整勘定及び少数株主持分に含めております。

(6) 連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

手許現金、随時引き出し可能な預金及び容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスクしか負

わない、取得日から３ケ月以内に償還期限の到来する短期投資からなっております。

(7) その他連結財務諸表作成のための重要な事項

消費税等の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。

(会計方針の変更)

　

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）

及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下「退職給付

適用指針」という。）を、当連結会計年度末より適用し（ただし、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指

針第67項本文に掲げられた定めを除く。）、退職給付債務から年金資産の額を控除した額を退職給付に係る負債とし

て計上する方法に変更し、未認識数理計算上の差異を退職給付に係る負債に計上いたしました。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従っており、当連結

会計年度末において、当該変更に伴う影響額をその他の包括利益累計額の退職給付に係る調整累計額に加減してお

ります。

この結果、当連結会計年度末において、退職給付に係る負債が270百万円計上されております。また、その他の包

括利益累計額が3百万円増加しております。

なお、１株当たり情報に与える影響は当該箇所に記載しております。

(表示方法の変更)

（連結貸借対照表関係）

前連結会計年度において、独立掲記しておりました「投資その他の資産」の「長期貸付金」及び「繰延税金資産」

は、重要性が乏しくなったため、当連結会計年度より「その他」に含めて表示しております。この表示方法の変更

を反映させるため、前連結会計年度の連結財務諸表の組替えを行っております。

この結果、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「投資その他の資産」に表示していた「長期貸付金」1百

万円及び「繰延税金資産」4百万円は、「その他」として組み替えております。
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(連結貸借対照表関係)

※１．関連会社に対するものは、次のとおりであります。

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当連結会計年度
(平成26年３月31日)

投資有価証券(株式) 580百万円 725百万円

　２．債務保証

連結会社以外の会社の金融機関等からの借入金に対して、次のとおり債務保証を行っております。

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当連結会計年度
(平成26年３月31日)

保証先 立松化工股份有限公司 立松化工股份有限公司

保証金額 352百万円 101百万円

債務保証の内容 112,000千台湾ドル 30,000千台湾ドル

※３．国庫補助金による圧縮記帳額は、機械装置及び運搬具36百万円であり、連結貸借対照表計上額は、この圧縮記帳

額を控除しております。

※４ ．期末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、前連結会計年度末日が金融機関の休日であったため、次の期末日満期手形が、期末残高に含まれておりま

す。

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当連結会計年度
(平成26年３月31日)

受取手形 138百万円 ―

(連結損益計算書関係)

※１．通常の販売目的で保有するたな卸資産の収益性の低下による簿価切下額は、次のとおりであります。

前連結会計年度
(自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日)

売上原価 34百万円 32百万円

※２．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

前連結会計年度
(自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日)

荷造運搬費 827百万円 851百万円

給料及び賞与 576 〃 581 〃

賞与引当金繰入額 144 〃 153 〃

貸倒引当金繰入額 0 〃 0 〃

退職給付費用 40 〃 34 〃

研究開発費 863 〃 815 〃
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※３．一般管理費に含まれる研究開発費は、次のとおりであります。なお、当期製造費用に含まれる研究開発費はあり

ません。

前連結会計年度
(自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日)

一般管理費 863百万円 815百万円

※４．固定資産売却益の内容は、次のとおりであります。

前連結会計年度
(自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日)

機械装置及び運搬具 2百万円 0百万円

土地 ― 19 〃

計 2百万円 19百万円

※５．固定資産除却損の内容は、次のとおりであります。

前連結会計年度
(自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日)

建物及び構築物 0百万円 0百万円

機械装置及び運搬具 8 〃 0 〃

その他(工具、器具及び備品) 0 〃 0 〃

計 8百万円 1百万円

(連結包括利益計算書関係)

※ その他の包括利益に係る組替調整額及び税効果額

前連結会計年度
(自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日)

その他有価証券評価差額金

当期発生額 1,038百万円 304百万円

組替調整額 484 〃 237 〃

　 税効果調整前 1,523百万円 542百万円

　 税効果額 640 〃 258 〃

その他有価証券評価差額金 882百万円 283百万円

為替換算調整勘定

　当期発生額 12百万円 △19百万円

　組替調整額 ― ―

　 税効果調整前 12百万円 △19百万円

　 税効果額 ― ―

　 為替換算調整勘定 12百万円 △19百万円

持分法適用会社に対する
持分相当額

　当期発生額 △18百万円 19百万円

　組替調整額 12百万円 ―

　 税効果調整前 △5百万円 19百万円

　 税効果額 ― ―

持分法適用会社に対する持分
相当額

△5百万円 19百万円

　 その他の包括利益合計 889百万円 284百万円
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(連結株主資本等変動計算書関係)

前連結会計年度(自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日)

１．発行済株式に関する事項

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式(株) 11,281,629 ― ― 11,281,629

２．自己株式に関する事項

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式(株) 1,104,233 1,006,725 ― 2,110,958

(変動事由の概要)

増加数の内訳は、次のとおりであります。

　取締役会決議による自己株式の取得による増加 1,006,500株

　単元未満株式の買取りによる増加 225株

３．新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

４．配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり配当額
(円)

基準日 効力発生日

平成24年６月28日
定時株主総会

普通株式 508 50 平成24年３月31日 平成24年６月29日

(2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額

(百万円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成25年６月27日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 550 60 平成25年３月31日 平成25年６月28日

当連結会計年度(自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日)

１．発行済株式に関する事項

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式(株) 11,281,629 ― ― 11,281,629

２．自己株式に関する事項

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式(株) 2,110,958 811 342 2,111,427

(変動事由の概要)

増加数の内訳は、次のとおりであります。

　単元未満株式の買取りによる増加 811株

減少数の内訳は、次のとおりであります。

　単元未満株式の売却による減少 342株
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３．新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

４．配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり配当額
(円)

基準日 効力発生日

平成25年６月27日
定時株主総会

普通株式 550 60 平成25年３月31日 平成25年６月28日

(2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額

(百万円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成26年６月27日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 917 100 平成26年３月31日 平成26年６月30日

(連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※ 現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとおりであります。

前連結会計年度
(自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日)

現金及び預金 19,381百万円 18,220百万円

有価証券 1,231 〃 7,535 〃

預け金 1,005 〃 3 〃

計 21,618百万円 25,760百万円

預入期間が３ケ月を超える
定期預金

△3,520 〃 △2,920 〃

現金及び現金同等物 18,098百万円 22,840百万円
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(セグメント情報等)

１．報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締

役会が、経営資源の分配の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社グループは、主に界面活性剤を生産・販売しており、国内においては当社が、インドネシアにおいてはマツ

モトユシ・インドネシアがそれぞれ独立した経営単位として各地域の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開して

おります。

したがって、当社グループは、生産・販売体制を基礎とした地域別のセグメントから構成されており、「日本」、

「インドネシア」の２つを報告セグメントとしております。各報告セグメントでは、界面活性剤のほか、その他の製

品を生産・販売しております。

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されているセグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」における記

載と概ね同一であります。

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢価

格に基づいております。
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３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度(自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日)

(単位：百万円)

報告セグメント
合計

日本 インドネシア

売上高

外部顧客への売上高 26,619 665 27,284

セグメント間の内部
売上高又は振替高

188 38 226

計 26,807 703 27,511

セグメント利益 2,271 62 2,333

セグメント資産 46,187 589 46,777

セグメント負債 8,646 182 8,828

その他の項目

減価償却費 701 3 705

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

470 9 479

当連結会計年度(自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日)

(単位：百万円)

報告セグメント
合計

日本 インドネシア

売上高

外部顧客への売上高 29,419 710 30,129

セグメント間の内部
売上高又は振替高

259 43 303

計 29,679 753 30,432

セグメント利益 4,022 78 4,101

セグメント資産 50,907 580 51,488

セグメント負債 10,269 192 10,462

その他の項目

減価償却費 687 5 693

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

397 ― 397
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４．報告セグメント合計額と連結財務諸表計上額との差額及び当該差額の主な内容(差異調整に関する事項)

(単位：百万円)

売上高 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 27,511 30,432

セグメント間取引消去 △226 △303

連結財務諸表の売上高 27,284 30,129

(単位：百万円)

利益 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 2,333 4,101

セグメント間取引消去 44 △13

棚卸資産の調整額 12 △2

連結財務諸表の営業利益 2,390 4,085

(単位：百万円)

資産 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 46,777 51,488

セグメント間取引消去 △100 △99

棚卸資産の調整額 △5 △5

その他の調整額 289 431

連結財務諸表の資産合計 46,960 51,815

(単位：百万円)

負債 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 8,828 10,462

セグメント間取引消去 △100 △99

その他の調整額 ― △6

連結財務諸表の負債合計 8,727 10,356

(単位：百万円)

その他の項目

報告セグメント計 調整額 連結財務諸表計上額

前連結
会計年度

当連結
会計年度

前連結
会計年度

当連結
会計年度

前連結
会計年度

当連結
会計年度

減価償却費 705 693 ― ― 705 693

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

479 397 ― ― 479 397
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(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日)

１株当たり純資産額 4,144.25円 4,497.29

１株当たり当期純利益金額 161.39円 380.53

(注) １．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

３．「会計方針の変更」に記載のとおり、退職給付会計基準等を適用し、退職給付会計基準第37項に定める経

過的な取扱いに従っております。

この結果、当連結会計年度の１株当たり純資産額に与える影響は軽微であります。

項目
前連結会計年度

(自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日)

１株当たり当期純利益金額

　当期純利益(百万円) 1,601 3,489

　普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

　普通株式に係る当期純利益(百万円) 1,601 3,489

　普通株式の期中平均株式数(株) 9,925,700 9,170,377

４．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前連結会計年度

(平成25年３月31日)
当連結会計年度

(平成26年３月31日)

純資産の部の合計額(百万円) 38,232 41,458

純資産の部の合計額から控除する金額(百万円)

(うち少数株主持分) (227) (217)

普通株式に係る期末の純資産額(百万円) 38,005 41,241

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普通株式
の数(株)

9,170,671 9,170,202

(重要な後発事象)

　

該当事項はありません。
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